
【取組内容】 Google Chatの活用：適切な情報共有で業務負担を軽減

嘉手納町立嘉手納中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ- 4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

テーマ④：校務DX（標準仕様とクラウドを活用した教員の働き方改革につなげる取組）

Google Chat の活用

４月にChatスペースの整理を行い、情報の特性に応じて適切
に共有できる環境を整えた。具体的には、2種類のスペースを
運用の基準として定め、それぞれの用途に応じた複数のChat
スペースを設けた。
◆ オープンスペース：全体で共有が必要な情報を扱う。
◆ クローズドスペース：特定の対象者向けの情報を扱い、校
務分掌や教科、案件ごとに必要に応じて作成・活用される。

校内ルールとして、Chatスペースには、必ず管理職を加えるこ
ととした。 【嘉手納中学校 Chatスペースについて↓ 】
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1WSKiCv5vDlmB7uTyTFpI4Q5VqdJSw3pqjboRvYjOhcA/edit?
usp=sharing

Before After

全体に共有したい
情報は、紙に印刷し
配布していた。個人
間でのやり取りは
内線電話や手書き
メモを使うため、情
報を伝えるのに複
数のツールを経由
する必要があり、効
率が悪かった。

全体に共有したい情報は、オープンス
ペースでデジタル発信し、紙媒体を削減。
情報共有の効率が向上した。また、複数
の職員が同じ情報をリアルタイムで確認
できるため、連携がスムーズになり、特に
電話対応を担当する事務部の業務負担
が軽減された。校内LDXルーム（Chatス
ペース） では、LDXスクール事業の推進
に関する情報を発信し、関連する研修メモ
（つぶやき）をリアルタイムで共有できる
環境を整えた。
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